
増
山
雪
斎
の
同
時
代
評
価
に
関
す
る
文
献
的
検
討

○
は
じ
め
に

江
戸
時
代
後
期
の
画
人
増
山
雪
斎

（
一
七
五
四
～

一
八

一
九
）

に

つ
い
て
は
、
「
絵

は
お
も
に
沈
鐙
（南
頻
）
の
写
生
体
を
学
び
、
精
緻
な
花
鳥
画
を
よ
く
し
た
。
」
と
い
う

よ
う
な
簡
単
な
記
述
に
終
始
し
て
い
る
こ
と
に
端
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
早
く
か
ら

南
頻
派
風
の
写
実
的
な
花
鳥
画
を
描
く
同
時
代
の
多
く
の
画
人
の
ひ
と
り
と
し
て
評
価

が
定
ま

っ
て
い
た
。
し
か
し
近
年
、
展
覧
会
な
ど
に
よ

っ
て
そ
の
作
品
が
多
く
掘
り
起

こ
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
に
し
た
が

っ
て
、
花
鳥
画
自
体
に
南
顔
派
の
範
疇
を
超
え
る
も

の
が
加
わ

っ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
作
域
自
体
が
単
に
花
鳥
画
に
止
ま
る
だ
け
で
は
な

く
、
山
水
画
や
人
物
画
な
ど
幅
広
い
領
域
に
及
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
南
頻
派
の
花
鳥
画
を
描
く
北
宗
画
人
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
文
人
画

家
と
し
て
の
新
た
な
位
置
づ
け
を
試
み
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に

は
、
諸
派
兼
学
を
旨
と
す
る
関
東
南
画
と
の
同
質
性
の
問
題
な
ど
、
検
討
を
要
す
る
新

た
な
事
項
が
俎
上
に
上
が

っ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
画
人
に
対
し
て
既
視
感
に
捕

ら
わ
れ
な
い
新
た
な
画
人
像
を
照
射
す
る

一
環
と
し
て
、
従
来
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
な

か

っ
た
同
時
代
の
文
献
的
情
報
を
吟
味
し
て
、
こ
の
画
人
の
江
戸
後
期
に
お
け
る
美
術

史
的
な
歴
史
像
を
描
き
直
す
こ
と
を
試
み
る
。

ｏ
文
人
と
し

て
の
雪
斎

増
山
雪
斎
は
、
諄
を
正
賢
、
宝
暦
四
年

（
一
七
五
四
）
十
月
十
四
日
、
伊
勢
国
長
島

山
　
口
　
泰
　
弘

藩
主
正
賛
の
長
子
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
、
父
の
死
去
に
よ
り
、
安
永
五
年

（
一
七
七

六
）
二
十
三
歳
で
遺
領
二
万
石
を
襲
封
し
た
。
雪
斎
は
そ
の
号
で
、
致
仕
し
て
の
ち
巣

鴨
の
下
屋
敷
に
隠
棲
し
た
こ
と
か
ら
巣
丘
隠
人
、
石
を
愛
し
た
こ
と
か
ら
石
顛
道
人
な

ど
と
称
し
た
。
ほ
か
に
君
選
、
括
嚢
小
隠
、
玉
園
、
玉
淵
、
灌
園
、
雪
旅
、
長
洲

（長

州
）
、
愚
山
、
松
秀
園
、
蕉
亭
な
ど
の
別
号
が
あ
る
。
四
十
八
歳

に
な

っ
た
享
和
元
年

（
一
八
〇

一
）
七
月
、
家
督
を
長
子
正
寧
に
譲
り
、
自
ら
は
江
戸
巣
鴨

の
下
屋
敷

に
退

い
て
自
適
の
生
活
に
入
り
、　
一
八

一
九
年

（文
政
二
年
）

一
月
二
十
九
日
、
六
十
六
歳

で
病
歿
し
た
。

四
十
八
歳
で
窮
屈
な
藩
主
と
し
て
の
公
務
を
離
れ
た
後
雪
斎
が
送

っ
た
退
隠
生
活
は
、

そ
れ
以
前
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
隠
逸
風
雅
自
娯
自
適
の
享
楽
的
生
活

へ
と

解
放
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
継
嗣
正
寧
が
小
禄
の
譜
代
大
名
と
し
て
は
極
官
と
も
い

え
る
若
年
寄
ま
で
累
進
し
た
有
能
な
官
僚
で
あ

っ
た
の
と
は
異
な
り
、
在
任
中
目
立

っ

た
治
績
の
な
い
藩
主
の
関
心
は
、
治
政
よ
り
も
個
人
的
な
文
事
に
向
け
ら
れ
て
い
た
に

違
い
な
く
、
長
子
が
襲
封
の
年
齢
に
達
す
る
の
を
心
待
ち
に
し
た
う
え
で
の
退
隠
で
あ

っ

た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

雪
斎
の
文
人
と
し
て
も
自
娯
の
す
さ
び
は
、
画
は
い
う
に
お
よ
ば
ず
、
書

・
詩
文

・

囲
碁

・
煎
茶
な
ど
、
文
人
が
本
来
嗜
み
と
す
べ
き
諸
方
面
に
わ
た

っ
て
い
た
。
雪
斎
自

身
、
文
人
と
し
て
強
い
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
を
確
立
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
著
述
書

目
に
も
よ
く
現
れ
て
い
る
。
『
國
書
総
目
録
』
を
引
く
と
雪
斎
の
著
作
と
し
て
、
『観
変

記
』
２

冊
　
一早
和
三
年
）
＝
囲
碁
、
『松
秀
園
書
談
』
會
一巻
三
冊
　
寛
政
五
年
）

＝

書
、
『煎
茶
式
』
（文
化
元
年
刊
）
＝
煎
茶
と
い
う
書
目
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
文
人
と
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